
　
来
年
４
月
１
日
㈯
付
で
採
用
予
定
の

採
用
試
験
の
概
要
は
下
表
の
と
お
り
。

試
験
案
内
と
申
込
書
は
、
市
役
所
職
員

課
や
各
支
所
・
市
民
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

に
あ
る
ほ
か
、
本
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か

ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
も
で
き
ま
す
。
申
込
書

の
郵
送
請
求
方
法
や
受
験
資
格
な
ど
、

詳
し
く
は
本
市
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

申込書配布期間 申込期間 一次試験日 試験区分 採用
予定数 受験資格

５月19日㈭ま
で

５月10日㈫～
19日㈭ ６月12日㈰

事務 Ⅰ 15人 次のいずれかに該当する人。
🅐平成5年4月2日～平成13年4月1日生まれ
🅑�平成13年4月2日以降生まれで、学校教育法による大学を卒業した

か来年3月31日までに卒業見込み（試験は大卒程度）
※１ �🅐🅑の他に、大学などで考古学か歴史学を専攻して卒業したか卒

業見込み

事務 Ⅰ
（歴史学・考古学）※1 1 人

土木 Ⅰ 3 人
建築 Ⅰ 2 人
電気 Ⅰ 1 人

社会福祉士 1 人 平成5年4月2日以降生まれで、社会福祉士資格のある人
（本年度の国家試験で取得見込みを含む。試験は大卒程度）

保健師 2 人 平成5年4月2日以降生まれで、保健師資格のある人
（本年度の国家試験で取得見込みを含む。試験は大卒程度）

消防職 Ⅰ 5 人
次のいずれかに該当する人。
🅐平成8年4月2日～平成13年4月1日生まれ
🅑�平成13年4月2日以降生まれで、学校教育法による大学を卒業した

か来年3月31日までに卒業見込み（試験は短卒程度）
障
害
者
対
象

事務 Ⅰ 1 人

障害者手帳の交付を受けている人で、次のいずれかに該当する人。
🅐昭和38年4月2日～平成13年4月1日生まれ
🅑�平成13年4月2日以降生まれで、学校教育法による大学を卒業した

かこれらと同等と認める学校などを卒業した（来年3月31日までに
卒業見込みを含む。試験は大卒程度）

❶５月19日㈭
まで 
❷７月１日㈮
～８月15日㈪

❶５月10日㈫
～19日㈭ 
❷８月３日㈬
～15日㈪

❶６月12日㈰ 
❷９月18日㈰

社
会
人
経
験
者
対
象

事務 Ⅰ 10人

次の全てに該当する人。
❶昭和38年4月2日～平成9年4月1日生まれ
❷�民間企業などでの職務経験が平成27年4月1日～令和4年7月31日

の間に通算5年以上ある（ただし、昭和56年4月1日以前生まれの場
合は、平成23年4月1日～令和4年7月31日の間に通算7年以上の職
務経験がある。試験はSPI３試験）

７月１日㈮～
８月15日㈪

８月３日㈬～
15日㈪ ９月18日㈰

事 務  Ⅰ（ 歴 史
学・考古学）※2 1 人 次の全てに該当する人。

🅐昭和38年4月2日～平成9年4月1日生まれ
🅑�民間企業などでの職務経験が平成27年4月1日～来年4年7月31日

の間に通算5年以上ある（ただし、昭和56年4月1日以前生まれの場
合は、平成23年4月1日～令和4年7月31日の間に通算7年以上の職
務経験がある。試験はSPI３試験）

※２ �🅐🅑の他に、大学などで考古学か歴史学を専攻して卒業したか卒
業見込み

※３ 🅐🅑の他に、保健師資格がある
※４ 🅐🅑の他に、社会福祉士資格と主任介護支援専門員資格がある

土木 Ⅰ 2 人
建築 Ⅰ 2 人
電気 Ⅰ 2 人
機械 Ⅰ 1 人
保健師※3 1 人
社会福祉士

（主任ケアマネ）
※4

1 人

事務 Ⅱ 3 人
平成11年4月2日～平成17年4月1日生まれの人。ただし、大卒者・大
卒見込み者は受験不可（試験は高卒程度）土木 Ⅱ 1 人

電気 Ⅱ 1 人

保育士 3 人 平成5年4月2日以降生まれで、保育士登録を受けている人
（来年3月31日までに登録見込みを含む。試験は短大卒程度）

消防職 Ⅱ 2 人 平成11年4月2日～平成17年4月1日生まれの人。ただし、大卒者・大
卒見込み者は受験不可（試験は高卒程度）

障
害
者

対
象 事務 Ⅱ 1 人 障害者手帳の交付を受けている人で、昭和38年4月2日以降生まれの

人。ただし、大卒者・大卒見込み者は受験不可（試験は高卒程度）

就
職
氷
河

期
対
象

事務 Ⅰ・Ⅱ 1 人
次の全てに該当する人。
🅐昭和45年4月2日～昭和61年4月1日生まれ
🅑�令和3年4月1日～令和４年7月31日の間に正規雇用労働者として

雇用されていない（試験は Ⅰ が大卒程度、Ⅱ が高卒程度）
技能労務職 9 人 昭和57年4月2日～平成17年4月1日生まれで、現場作業に従事可能な人

●
各
種
健
診（
検
診
）の
対
象
者
と
費
用

　
各
種
健
診
（
検
診
）
の
対
象
者
と
費

用
は
左
表
の
と
お
り
。
健
診
（
検
診
）

は
市
内
医
療
機
関
で
受
診
す
る
個
別
健

診
（
検
診
）
か
集
団
健
診
（
検
診
）
が

選
べ
ま
す
。
受
診
シ
ー
ル
が
届
い
た
ら

内
容
を
確
認
し
、
早
め
に
受
診
し
て
く

だ
さ
い
。

●
国
保
特
定
健
康
診
査
・
後
期
高
齢
者

健
康
診
査
・
健
康
増
進
健
康
診
査

　
血
液
検
査
や
尿
検
査
、医
師
の
診
察
、

問
診
な
ど
で
、
生
活
習
慣
病
な
ど
を
早

期
に
発
見
で
き
ま
す
。
毎
年
受
診
し
て

自
分
の
体
の
変
化
を
知
り
、
生
活
習
慣

を
見
直
す
き
っ
か
け
に
し
て
く
だ
さ

い
。
詳
し
く
は
加
入
し
て
い
る
医
療
保

険
者
に
問
い
合
わ
せ

て
く
だ
さ
い
。

●
健
康
診
査
の
変
更
点

　
尿
検
査
と
血
液
検
査
の
際
、
健
康
診

査
と
同
時
に
実
施
す
る
市
独
自
の
検
査

項
目
を
見
直
し
ま
し
た
。
ま
た
、
被
用

者
保
険
加
入
者
は
市
独
自
検
査
項
目
の

対
象
外
に
な
り
、「
確
認
用
」
の
受
診

シ
ー
ル
は
な
く
な
り
ま
す
。

●
が
ん
検
診

　
が
ん
は
日
本
人
の
死
亡
原
因
の
第
１

位
。
た
だ
し
、
検
診
で
の
早
期
発
見
、
早

期
治
療
で
治
る
確
率
が
高
く
な
り
ま
す
。

す
で
に
病
状
が
あ
る
人
や
治
療
中
・
経
過

観
察
中
の
人
は
、
検
診
で
は
な
く
、
早
め

に
医
療
機
関
で
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。

●
そ
の
他
の
健
診
（
検
診
）

　

肝
炎
ウ
イ
ル
ス
や
骨
粗
鬆し
ょ
う症
、
成
人

歯
科
の
各
健
診
（
検
診
）
の
対
象
年
齢

の
人
は
積
極
的
に
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。

健診（検診）の種類 対象者　 費用
健
康
診
査

国保特定健康診査 40～74歳の国保加入者
-後期高齢者健康診査 後期高齢者医療加入者

健康増進健康診査 40歳以上の生活保護受給者など

が
ん
検
診

胸部（結核・肺がん）検診 40歳以上の人（喀
かくたん

痰細胞診は別途500円）

各500円
（税込）

大腸がん検診 40歳以上の人
胃がん検診 40歳以上の人（２年に１回）
乳がん（甲状腺）検診 40歳以上の女性（２年に１回）
子宮頸がん検診 20歳以上の女性（２年に１回）
前立腺がん検診 50歳以上の男性

そ
の
他

成人歯科健康診査 本年度中に20･25･30･35･40･45・50・55・60・65・70歳になる人
骨粗鬆症検診 本年度中に40･45・50・55・60・65・70歳になる女性

肝炎ウイルス検診 ❶40歳の人 
❷41歳以上で過去に本市の肝炎ウイルス検診を受けたことがない人 -

※生活保護受給者・中国残留邦人などは全て無料。

問 

職
員
課

☎
０
２
７
‐
８
９
８
‐
６
５
０
３

本
市
の
た
め
に
働
き
ま
せ
ん
か

職
員
採
用
試
験
を

実
施
し
ま
す

受診シールの枚数は１枚か２枚です。

　本市が送付する受診シールを使用すると、各種健診（検診）が１
健診（検診）ごとに５００円で受診できます。なお、国保特定健診・後
期高齢者健診・肝炎ウイルス検診は無料。受診シールに印字され
ている費用を確認してください。また、胃がん・子宮頸

けい
がん・乳が

ん検診は、国の指針に基づき受診間隔が２年に一度に。市の受診
シールで受診した翌年度は、該当の受診シールは発行されませ
ん。その次の年度に発行します。なお、来年３月31日㈮時点で年
齢が偶数となる人には、昨年度に該当のがん検診を受診してい
ても、本年度は受診シールを発行します。
　対象者には、受診シールを６月中旬に発送予定。自
宅に封書が届くまでには２週間ほどかかる場合があ
ります。

問 受診シール・がん検診については健康増進課
☎０２７-２２０-５７８４
国保・後期健康診査については保健指導室
☎０２７-２２０-５７１５

一部自己負担・一部隔年になります
受診シールを使って病気を早期発見 封筒は白地にオレンジ色

がん検診について
詳しくはこちら

国保特定健診に
ついてはこちら

市役所　〒371-8601 大手町二丁目12-1　  027-224-1111　  FAX  027-224-30037 広報まえばし　５月号 6時日時　場場所　対対象　￥費用　持用意する物　申申し込み　問問い合わせ


